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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第67期
第３四半期
連結累計期間

第68期
第３四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 6,255,115 6,458,548 8,347,424

経常利益 (千円) 848,031 1,172,771 997,140

四半期(当期)純利益 (千円) 570,371 866,480 679,269

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 548,999 825,362 805,364

純資産額 (千円) 6,881,677 7,886,296 7,137,637

総資産額 (千円) 12,175,316 12,280,623 12,469,202

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 74.35 112.96 88.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 56.5 64.2 57.2
 

　

回次
第67期
第３四半期
連結会計期間

第68期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 27.43 24.77
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。　

　

　
（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府主導による金融・財政等の景気浮揚策が奏功

し、輸出関連産業を中心に緩やかな回復基調となりました。しかしながら一方で、新興国経済の減速や円

安進行に伴う輸入物価の上昇等が懸念され、予断を許さない状況にあります。

当社グループが属する業界におきましても、産業の空洞化が進む中、主要な取引先である機械工具業界

や物流業界からの受注に今ひとつ力強さが感じられません。

こうした状況の下、当社グループは、生産の海外シフト等による更なる原価低減に努め、経営体質の充

実強化に注力してまいりました。　

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,458,548千円（前年同四半期比3.3％増）、営業利益

は円安に伴う売上原価率の上昇により744,280千円（前年同四半期比8.2％減）、経常利益は英国子会社関

連のリース契約補償損失引当金の戻入451,541千円により1,172,771千円（前年同四半期比38.3%増）、四

半期純利益は866,480千円（前年同四半期比51.9％増）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

○日本　

売上高は5,971,404千円(（前年同四半期比1.4％増）、セグメント利益(営業利益)は576,735千円（前年

同四半期比0.6％増）となりました。

○マレーシア　

売上高は生産の増大により1,648,727千円（前年同四半期比11.8％増）、セグメント利益（営業利益)は

円安に伴う原価率の上昇により34,226千円（前年同四半期比82.9%減）となりました。

○中国　

売上高は生産の増大により1,138,016千円（前年同四半期比22.2％増）、セグメント利益（営業利益)は

増収効果等により106,810千円（前年同四半期比57.0％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）　

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.8%減少し、6,503,041千円となりました。

これは主に、たな卸資産が68,648千円減少したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.3%減少し、5,777,581千円となりました。

これは主に、建物及び構築物が94,410千円減少したことによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1.5%減少し、12,280,623千円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて21.2%減少し、2,404,429千円となりました。

これは主に、短期借入金が313,213千円減少したことによります。　

固定負債は、前連結会計年度末に比べて12.8%減少し、1,989,896千円となりました。

これは主に、リース契約補償損失引当金が343,509千円減少したことによります。　

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて17.6%減少し、4,394,326千円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて10.5%増加し、7,886,296千円となりました。

これは主に、利益剰余金が789,777千円増加したことによります。

この結果、自己資本比率は64.2%となりました。

　
　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　
　
（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、66,315千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
　
（５）従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。　

　
　
（６）生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
　

（７）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末にお

ける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,200,000

計 29,200,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,708,000 7,708,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株であります。

計 7,708,000 7,708,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ― 7,708,000 ― 1,696,500 ― 1,516,000
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 37,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,653,000
7,653 ―

単元未満株式
普通株式

18,000
― ―

発行済株式総数 7,708,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,653 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ナンシン

東京都中央区日本橋人形
町一丁目17番４号

37,000 ― 37,000 0.48

計 ― 37,000 ― 37,000 0.48
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,824,658 1,804,912

受取手形及び売掛金
※１ 2,544,048 ※１ 2,719,312

商品及び製品 932,151 872,247

仕掛品 322,818 322,905

原材料及び貯蔵品 580,038 571,207

その他 355,397 215,023

貸倒引当金 △2,413 △2,566

流動資産合計 6,556,701 6,503,041

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,448,087 2,353,677

土地 2,291,277 2,270,453

その他（純額） 340,004 347,526

有形固定資産合計 5,079,369 4,971,656

無形固定資産 212,639 198,171

投資その他の資産

その他 626,876 610,187

貸倒引当金 △6,384 △2,434

投資その他の資産合計 620,492 607,753

固定資産合計 5,912,501 5,777,581

資産合計 12,469,202 12,280,623

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

 8/18



(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,134,144 977,149

短期借入金 1,413,213 1,100,000

1年内返済予定の長期借入金 48,600 30,600

未払法人税等 73,583 22,163

賞与引当金 48,205 24,856

役員賞与引当金 8,300 －

その他 324,275 249,660

流動負債合計 3,050,321 2,404,429

固定負債

長期借入金 24,150 5,700

退職給付引当金 253,148 273,180

役員退職慰労引当金 500,745 496,380

リース契約補償損失引当金 1,126,645 783,135

事業整理損失引当金 225,939 243,967

資産除去債務 32,095 32,492

その他 118,518 155,040

固定負債合計 2,281,243 1,989,896

負債合計 5,331,565 4,394,326

純資産の部

株主資本

資本金 1,696,500 1,696,500

資本剰余金 1,542,759 1,542,759

利益剰余金 3,817,737 4,607,514

自己株式 △10,259 △10,259

株主資本合計 7,046,737 7,836,514

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 60,042 59,706

為替換算調整勘定 30,857 △9,924

その他の包括利益累計額合計 90,900 49,782

純資産合計 7,137,637 7,886,296

負債純資産合計 12,469,202 12,280,623
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 6,255,115 6,458,548

売上原価 4,231,367 4,557,804

売上総利益 2,023,748 1,900,743

販売費及び一般管理費 1,212,675 1,156,463

営業利益 811,073 744,280

営業外収益

受取利息及び配当金 10,661 13,965

受取賃貸料 28,995 29,646

為替差益 769 －

物品売却益 17,764 17,999

リース契約補償損失引当金戻入額 － 451,541

その他 9,588 8,442

営業外収益合計 67,778 521,596

営業外費用

支払利息 12,080 7,862

為替差損 － 47,131

賃貸収入原価 6,650 6,650

売上割引 7,978 8,827

その他 4,110 22,634

営業外費用合計 30,820 93,105

経常利益 848,031 1,172,771

特別利益

固定資産売却益 18,711 2,735

投資有価証券売却益 237 3,870

その他 78 －

特別利益合計 19,026 6,606

特別損失

固定資産除売却損 3,172 6,582

投資有価証券売却損 246 －

ゴルフ会員権評価損 5,300 －

本社移転費用 28,589 －

特別損失合計 37,308 6,582

税金等調整前四半期純利益 829,749 1,172,794

法人税、住民税及び事業税 104,567 70,802

法人税等調整額 154,810 235,511

法人税等合計 259,377 306,313

少数株主損益調整前四半期純利益 570,371 866,480

四半期純利益 570,371 866,480
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 570,371 866,480

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,530 △336

為替換算調整勘定 △25,903 △40,781

その他の包括利益合計 △21,372 △41,118

四半期包括利益 548,999 825,362

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 548,999 825,362

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

11/18



【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。　

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。　　

　

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

（会計上の見積もりの変更）

連結子会社NSG GLOBAL LTD.の不動産リースの転貸契約の更新に伴い、リース契約補償損失引当金の見積りの変

更を行っております。

この変更に伴い、当第3四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ451,541千円

増加しております。

 

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。　　

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして

処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 74,734千円 53,824千円
 

　
(四半期連結損益計算書関係)

 該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 220,666千円 217,686千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 107,411 14.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　　

　

　
当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 76,703 10.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　　　

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　　　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 マレーシア 中国

売上高     

  外部顧客への売上高 5,884,766 76,623 293,725 6,255,115

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,341 1,397,991 637,908 2,042,242

計 5,891,108 1,474,615 931,634 8,297,357

セグメント利益 573,447 200,278 68,045 841,771
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 841,771

セグメント間取引消去 △30,698

四半期連結損益計算書の営業利益 811,073
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

日本 マレーシア 中国

売上高     

  外部顧客への売上高 5,960,912 103,070 394,564 6,458,548

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

10,491 1,545,656 743,452 2,299,600

計 5,971,404 1,648,727 1,138,016 8,758,148

セグメント利益 576,735 34,226 106,810 717,772
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 717,772

セグメント間取引消去 26,508

四半期連結損益計算書の営業利益 744,280
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

　
(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

　
(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　　

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 74円35銭 112円96銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 570,371 866,480

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 570,371 866,480

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,671,660 7,670,360
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　　

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。　　

　

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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東 陽 監 査 法 人

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   中　野　敦　夫 　　　  印

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   小　杉　真　剛　　　   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月13日

株式会社ナンシン

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ナンシンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナンシン及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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